
提案２ 毎月の独自調査の様式を工夫する。 

（１）記述内容を簡素化する。 
  毎月共通で回答する箇所と月ごとにテーマを変えて回答する箇所と分け、簡素化します。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

       ※無記名可（  年 組 名前         ） 
１「あなたのまわりに、いやな思いや悲しい思いをしている人はいませんか。」 

 （ いない ） 

 （ い る ）→下に書いてください。 

だれですか。 いつ、どのような内容ですか。 

 

 

 

２「あなたは、次のようなことで、いじめを受けていますか。」 

①悪口を言われたり、暴力を受けたりしている。 

②メールや掲示板での悪口や個人情報の書き込みをされている。 

③持ち物を勝手に使われたり隠されたりしている。 

④わざと無視されたり、仲間はずれにされたりしている。 

⑤その他 

（ いいえ ） 

（ は い ）→下に書いてください 

番号 いつ、だれから、どのような内容ですか。 

  

 

３「あなたは、～                        」 
 

◎
共
通
項
目 

◎
選
択
項
目  

○月ごとの選択項目（例）（６・１１・２月のふれあい月間の調査以外の月について） 
 ・ ４月 入学・進級しての学級での生活や友達との関わりについて聞く。 
 ・ ５月 スクールカウンセラーとの全員面接に向けた全校児童生徒から聞く。 
 ・ ７月 「服務事故防止月間」に絡めて教職員の体罰について聞く。 
・ ９月 「自殺予防週間」に絡めて不安や悩みの有無について聞く。 
・１０月 「児童虐待防止推進月間」に向けて家族等からの虐待について聞く。 
・１２月 「服務事故防止月間」に絡めて教職員の体罰について聞く。 
・ １月 土日や放課後の遊び方など、地域でのいじめや友達との関わりについて聞く。 
・ ３月 勉強や将来のことについて聞く。 



（２）児童生徒が答えやすいよう配慮する。 
    印を付けるだけで短時間に取り組め、書いている内容が他の児童生徒に見られにく

いなど、安心して取り組める様式を工夫するとともに、名前の記入の有無、持ち帰り

の有無、など効果的な方法を選びます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）家庭からの情報と合わせて把握する。 

           年 組 名前       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生活アンケート 

１ 朝気持ちよく起きられる      はい・いいえ 
２ 朝ごはんを食べて学校に来ている  はい・いいえ 
３ 休み時間は友達と遊べている    はい・いいえ 
４ こまっていることがある      はい・いいえ 
こまっていることを教えてください（○を付けてください） 

 自分がいやだと感じることを言われている 

 自分がいやだと感じていることをされている。 

 その他（               ） 

 

名前は記入させることで、過去のいじめ

を把握することができますが、深刻な事

態の多くは記名式により発見すること

は困難です。 

まわりに見られにくい、提出するときに

書いたものが見られないなど、紙を半分

に折ることで、児童生徒が安心して記入

できるよう配慮します。 

児童･生徒の生活や心の様子について、

簡単なアンケートの記入から、教師がそ

の後、注意して学校生活を見守るための

きっかけとします。大切なのは教師が児

童生徒をよく見て推察することです。 

           年 組 名前       
          記入に支障があれば無記入可です。 

 
 
 
１ お子様はいじめを受けている（受けていた）。 
（ ）はい  （ ）いいえ （ ）わからない 

（誰からどんな） 

 
２ 学校でいじめがあると聞いたことがある。 
（ ）はい  （ ）いいえ （ ）わからない 

（誰のどんな） 

 
３ いじめ等の子供についての悩みや学校に対しての要望があ

ればお書きください。 

 
※ ご協力ありがとうございました。担任に提出もしくは校長室

横のポストにご投函ください。 

いじめアンケート 

この１･２ヶ月のお子様のことを伺います。次の項目で当

てはまるものには○を付けてください。 
すぐに対応を要するものは◎を付けてください。 

★どのようないじめアンケートを、   

どのように実施すればよいのか★ 

すみやかに実施･集計できる、学校独自

の簡単なものを、繰り返し（定期的に）

実施することが大切です。学年・組・性

別の他には、５〜10 項目程度の質問で十
分です。なぜなら、この調査は、いじめ

の原因究明や被害者･加害者の特性解明

等を目的とした学術調査ではないからで

す。実施後は速やかに担任や養護教諭、

スクールカウンセラー等による観察およ

び個別の聞き取り等対応します。 
 アンケートの内容以上に注意したいの

は、実施時の雰囲気です。簡単なアンケ

ートではあっても、ふざけたりしないで

正直に答えてほしいことを伝えます。ま

た、回収後は児童生徒の目の前で大封筒

に入れるなどし、無記名ではあっても匿

名性を守る姿勢を見せることが、児童生

徒から信頼を得る上で大切です。 

参考：生徒指導リーフ Leaf.4 いじめアンケート - 国立教育政策研究所 


